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上：BLM2-（⽵竹内選⼿手・和⽥田選⼿手（ともに早稲⽥田⼤大学）） 
下：Final Bに進んだBLM2x（⾧長⽥田選⼿手（早稲⽥田⼤大学）・⼤大塚選⼿手（⽇日本⼤大学）） 
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7/24（金） 
レース3日目 

　今⽇日の朝はレースのない⼥女⼦子シングル・男⼦子シングル・フォアのみが軽く乗艇。 

次のレースでも勝利すべく、最後まで調整していきます。 

 本⽇日JPN勢最初のレース、⼥女⼦子ダブルスカル（納⽥田選⼿手・⾼高島選⼿手）のRepechage

は11:00にスタート。イタリア、ロシアなど強豪国と同組に⼊入り熾烈な争いとなりまし
た。JPNは500ｍを2位争いのロシア、イタリアと僅差の4位で通過し逆転圏内にはつけ
ますが、なかなか追い抜かすことが出来ず徐々に離されていく展開に。ラストスパー
トを⾒見せますが、惜しくも4位でフィニッシュし明⽇日のFinal Cへ進むことになりまし
た。 
　 続いて男⼦子ダブルスカル（⾧長⽥田選⼿手・⼤大塚選⼿手）のQuaterfinalがスタート。シニア

世界選⼿手権にも参戦していたスイスのクルーやポーランド、ノルウェーと対戦します。
上位3クルーがSemiFinal A/B進出となるなります。前半1000ｍ通過は4位。しかし慌て
ず1500ｍ地点では3位にあがると、2位と0.53秒差の3位でゴール。明⽇日のSemiFinal A/
B進出を決めました。期間中⾧長丁場のレースとなりますが、しっかり疲れをとりベスト
な状況で明⽇日、明後⽇日のレースに挑みたいところです。 
　続いて、男⼦子舵⼿手なしペア（和⽥田選⼿手・⽵竹内選⼿手）のSemiFinal A/Bが11:50にスター

ト。レース初⽇日以来、毎⽇日レースが続きハードなスケジュールです。スタートでギリ
シャとオランダが出て他のクルーが追う展開に。JPNも500ｍを5位で通過し、必死に
くらいついていきますが徐々にトップ争いからは離され6位でのフィニッシュ。世界の
スピードを感じながらも、まだまだ出来る事があると信じ明⽇日のFinal Bに挑みます。 
　 気温が⾼高く⽇日差しも強い中でのレースが続きますが、クールダウンやトレーナーに
よるコンディショニング等を活⽤用することで疲労を翌⽇日に持ち越さぬよう、各選⼿手気
を配っています。 
　明⽇日は⼥女⼦子ダブルスカルのFinal C、男⼦子舵⼿手なしペアのFinal B、そしてFinal A進出
をかけた⼥女⼦子シングルスカル・男⼦子シングルスカル・男⼦子ダブルスカルのSemiFinal A/

Bが⾏行われます。 
　チーム⼀一丸となり戦っていきますので、ご声援を宜しくお願いします！ 
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Final Cへ進んだBLW2x（納⽥田選⼿手（関⻄西電⼒力⼩小浜）、⾼高島選⼿手（⽶米⼦子東⾼高校））


